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研究速報

目的 :高カロリー輸液 (TPN)施 行時発症の代謝性

アシドーシスはVit Bl(=Bl)欠 乏が主たる原因とさ

れているが1)Blが投与されているにもかかわらずアシ

ドーシスの発症を来す症例がある。アシドーシス発生

例では血中 Blの栄養状態の判定が重要である。栄養状

態判定 には,血 中 Bl値, トランスケ トラ
ーゼ活性

(TKase活 性)値 ,TPP(チ アミンピロリン酸)効 果

判定が Blの欠乏状態をよく反映した。TKase活 性 と

TPP効 果測定の有用性を検討した.

対象と方法 :1)全 例経口摂取不能で,TPN(Bl添

加)を 2週 間以上投与されていた (Table l).症 例 3,

4が アシドーシスを発症した.2)血 中 Bl値,TKase

活性値りとTPP効 果を検討した。3)TPP効 果測定 :

溶赤血球 にTPPを 添加すると未飽和 アポ酵素 に

TPPが 結合しTKase活
′
性が L昇する.TPP効 果 とは

この上昇率を%で 表し,正 常値以上に増した場合を陽

性 とする。

結果 :測定した Bl,TKase活 性,TPP効 果を示す

(Table l).症例 1,2は Bl正常,TKase活 性正常,

TPP効 果正常,アシドーシス発生の症例 3,4は BI正

常,TKase活 性低値,TPP効 果強陽性であった。

考察 :Bl欠 乏状態の指標として,ピルビン酸,乳酸,

α‐ケ トグルタル酸の測定が行われていたが良好な相

関が得られない。最近は血中総 Blを直接測定し診断基
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準としている。しかし,Bl測 定のみではアシド
ーシス

の病態が理解出来ないことがある.症 例 3,4は Bl値

が正常であるにもかかわらずアシド
ーシスが発症 し

た。 2症 例は重症の肝障害と慢性アルコ
ール患者で,

肝臓での Bl付 リン酸化障害によりBIが代謝系に利用

されず,Bl欠 乏と同じ代謝性アシド
ーシスの症状を来

したと考えられる。Bx欠乏症状を呈するものには,単

純な Bl欠乏と正常量存在してもBlの利用低下により

アシドーシスを発現するものがある。症例 1, 2で は

Bl値および TKase活 性は正常,TPP効 果も正常,症

例 3, 4で はBlは正常,TKase低 値,TPP効 果陽性

であった。TKase活 性低下とTPP効 果陽性は Blが利

用されないための測定結果である。TKase活 性 と

TPP効 果測定は Bェ栄養状態を良く反映するものであ

る。TPN投 与中の重篤なアシド
ーシス発症時には Bl

値,TKase活 性 とTPP効 果を測定し,Blの 栄養状態

を把握することが必要である。それによって的確な治

療法の選択が可能となる。
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Table 1 Thiamine concentration, Transketolase activity and TPP effect
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Present illness Nutrition acidosisＴｈｉａｍｉｎ触＜７”‐３＞

Transke―
tolase
( 7 5±1 0 7 )

TPP effect
%

(198± 79)

1 .
i leus
cecum perforation

T P N  t t B l (十)
16davs

2 . 46/♀岳銘名拝酪3描)
TPN+Bl(十 )
18days

147

3 . 58/♀ Chronic pancreatitis T P N  t t B I (十)
36days

十 37 2

4 . Chronic hepatitis
TPN ttBl(十)
18days

51 3 67 9

Transketolase activity : n moles/min/ml of hemolysate
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